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岐阜新聞 2006 年 7 月 22 日 ロボット開発解説 岐阜高で科学講演 

---------------  175 

中日新聞 2006 年 7 月 23 日 東大教授が科学の講演会と実験講座 岐阜高校 

---------------  176 

朝日新聞  2007 年 2 月 6 日 社説 日本の得意技を活かせ。昆虫パワー 

---------------  177 

日経新聞 2007 年 2 月 25 日 かがく café 昆虫の力、ロボットに応用 

---------------  178 

教育新聞 2007 年 3 月 27 日 脳科学等の最先端に触れる 岐阜県立岐阜高等学校 

---------------  179 

 

２００６年度神崎・高橋研究室員 
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